

























いう、より高次のステージの機関誌に発展的に解消されること なった。本誌はこれまで主に白梅学園の内部で執筆から編集まで処理されてきた。次の『子ども学』は、一学園・一大学を超えて学界全体 広く目を向けて刊行す ので、可能性も大きく広がっ く。
学問とか研究 かは、本来そういうもので、一 園や一大学を超えて展開するものであ
る。それによってオリジナルなもの、より高くより深 も を追究できるし、学問の前進にも一層寄与できる。本学 子ども学の研究誌もその段階に達したことになろう。
かくして、本『地域と子ども学』は二〇〇九（平成二一）年から三年間、わずか六号の



















慈善事業と呼ば てい 私のメーン 研究領域 る社会政策論になると 名称は明治の日清戦争直後の学会の創設以来、変わっていない。しかし、その体系や内容には時代の変化とともにかなり変化がみられる。
時代と共に学問・学会にも変化がみられるのは、学問・研究の本質から考えたら、むし








童の用法や認識が必ずしも間違っていたとか、不要になったとい ことではない 児童の用法がしばしば法令・政策など法制用語に使用されるという批判もある （竹内オサム『童文化と子ども学』久山社、 一九九七年） 、 児童の用法には明治期以来の大きな実績もある。決してマイナスの足跡だけではない。ただ児童の用法による研究の姿勢や方法に問題点なり限界なりが認識されだしたことは否定できない。
一方で子どもをめぐる個別研究の隆盛が続くのに、他方で子どもをめぐる多くの問題、
例えばいじめ・暴力、不登校、落ち ぼ や標準以下の生徒の学力の低下 どの問題に改善・解決のめどが立っていない状況が続いたのである。
そこに、児童が一般的には一人一人の子どもより 集団的・集合的・一般的認識につな





た。千羽喜代 氏が「 『児童学』の内部を充実することが先決問題である」 （ 「児童学 動向と今後の課題」大妻女子大学児童学科編『子ども』 川書房、 一九八九年）と言うのも、一理あるのである。
また、前述のように児童の用法を悪役視する意見もみられた。しかし、児童の役割は大
きかったし、決してマイナスば りではなかった。明治以来、学問 領域だけでも 児童心理学、児童文学、児童福祉論、児童文化論等に、また児童の用語は冠してはいないが教育学、小児医学 保育学等にみられるよう 児童の用法・役割は大きかったし 今も一定限度の役割は果たしている。
にもかかわらず、子ども学の展開・発展を考えるときに、また子ど をめぐる問題の抜






























子ども研究に総合性をもたせることが子ども 全体の水準 高め、子どもの自由、幸福安心・安全の実現に寄与できると考え 杉岡津岐子氏はじめ（杉岡津岐子編『子ども学』ナカニシヤ出版、一九九四年） 、子ども学に総合学の役割を期待する研究者は多い。
上記の第一が哲学的に、また基本的に子どもとは何か、子ども学とは何かなどを究め








枝の研究領域や分野から成り立っている。経済 でいえば、 そのなかには理論 （経済原論） 、経済政策、経済史などの大黒柱があり また経済原論の周辺には財政学、金融論、国際経済論、貿易論、外国為替論、証券市場論 人口論など、政策には金融政策、工業政策、公益事業政策、社会政策、農業政策など、さらに歴史には経済学史、金融史、工業史、農業史、労使関係史など多様な研究領域 ある。
その他、法学、医学など伝統のある学問には、その中には大きな柱となる幹が数本、そ
れぞれの幹の周辺には多様な枝となる ・学科目が並んでいる
子ども研究にも、 幹や枝は沢山あるが、 それらに屋根や廂を貸して、 全体をみているどっ










幹や枝の部分の研究 担いつつ その先に子ども研究を統合する母屋 あたる子ども学を意識し、あるいは遠くにであれ、しっかり見据えた研究姿勢が望まれる。









しい学会の誕生、子ども学部・子ども学科による大学の対応がみられだした。学界・学会としては、子ども研究での個々別々の挑戦 随分古い歴史を有すが、それらを総合的・統合的視野からアプローチする は遅れてきた。それでも、子ども学の幹となる教育学、児童心理学、小児医学、児童文学、児童福祉学、児童文化論 児童犯罪論などは、他のどの学問分野にも劣 ない程の成果 上げてき 。
要は、柱であったり枝であったりする個別研究の成果を子どもの幸福、自由、安全・安
心にどう結び付けることができるか、また子ども学としてどう理論 し またどう総合、統合、あるいは連携できるかである。それら 問題解決や展望を開くことでは、研究者も必ずしも十分な成果を上げてきたとはいえないのである。
法学、経済学、医学などの既存の総合学と同様に、子ども学も、その幹に教育学、保育
学、あるいは児童心理 、小児医 児童文 福祉学 児童犯罪論など どっしりした柱になる学問を抱えている。傘下にはさらに多くの個別研究の枝を抱え、それらが有効につながり、支え い、全体として大 く聳え立つ子ども学を形づくりつつある。
その子ども学が理論力と総合力で、子ども研究全体に寄与し、さらに子ど の幸福、自
由、安全・安心に寄与できる時代が訪れたら、子どもを取り巻く状況は変わり、同時 子ども学の展開も新しい時代を迎えることになる あろう。【参考文献】
佐野美津男『子ども学』農山魚村文化協会、一九八〇年
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